
特 集

3

2

14

12

企業の
ITコーディネータ活用

3 4
全社員が ITコーディ
ネータになってもいいと
思っています

ITコーディネータは、経営と
ITの橋渡しをする社内の「コー
ディネーター」に似ている

経営者と一緒に「事業」
を考えられるのがITコー
ディネータの強み

「デジタル化支援コンサル
ティング」は若い ITコー
ディネータで取り組む

株式会社テクノア
（岐阜県岐阜市）

アルファテックス株式会社
（東京都品川区）

株式会社野村総合研究所
（東京都千代田区）

株式会社ふくおか
フィナンシャルグループ
（福岡県福岡市）

21

～ ITC って企業内でどう使う？～
第 1
特集



13

　2021 年 3 月時点での IT コーディネータの有資格者数は約 6,300 名にな

ります。

　そのうち、全体の約 75% の 4,700 名超を占めるのは、会社や組織に所属され

ている、いわゆる「企業内 IT コーディネータ」の皆さまとなります。

　過去にも何度か掲載している企業内 IT コーディネータの特集の中で、企業内

ITC の皆さまの関心が高い項目の内の一つでもある「業務の中で ITC 資格をどのよ

うに活用しているか？」について、取材をさせていただきました。

　今回も東京都、岐阜県、福岡県の 4 つの企業を取材し、資格取得者の皆さまだけ

でなく、社内の資格取得推進者や代表の皆さまにも、企業としての IT コーディネー

タ資格者育成、活用の目的、それぞれの課題や今後の期待についてお話を伺ってお

ります。

　社内で IT コーディネータを育成したい、今後資格取得者を増やして行きたい、

また企業内で IT コーディネータ資格をもっと活用していきたいと考えている皆さ

まにご覧になっていただき、活用のヒントになれば幸いです。

IT コーディネータ協会 コミュニティデザイン部　中村 路子



ITコーディネータは、経営とITの橋渡しをする社内の「コーディネーター」に似ている
－アルファテックス株式会社（東京都品川区）－

企業のITコーディネータ活用
～ITCって企業内でどう使う？～

　アルファテックス株式会社は、シス
テム開発の会社として1988 年に設
立。現在は従業員 130 名（2021
年 6月現在）を誇る中堅 IT 企業に
成長している。
　創立当時は顧客の経営に貢献でき
るようなソフトウエアの開発を行って
いたが、その後、システムの運用・
保守、ヘルプデスクという事業も展
開。また、経理周辺業務のアウトソー
シング事業もスタートさせた。
　さらに、開発・運用・保守、そし
てアウトソーシングの手段を組み合わ
せて、問題や課題を解決する事業を
2018年にスタート。一般的にはコン
サルティングと言っている業務である
が、アルファテックスはこれを「コー
ディネート」と呼んでいる。そして、
コーディネートの業務に当たり、中・
長期的な視点を持ち、顧客の経営と
ITの橋渡し、現在と将来を橋渡しす

る職として「コーディネーター」とい
う役職も新設した。
　アルファテックスでは、人財育成
への投資は創業当初から行っていて、
特に公的な資格の取得支援には力を
入れている。役付きの職になるには
ITパスポートと簿記 3級の取得は必
須。また、PMPや ITコーディネー
タなど、これから会社が目指していく
のに効果的な資格や、戦略的に必要
な資格に関しても取得を促している。
　これらの資格の取得には、費用の
負担だけでなく、勤務時間内に勉強
できるなど、社員を手厚くサポートし
ている。

　アルファテックスの石川春社長がIT
コーディネータを知ったのは、2019
年秋に開催された「日経クロステック」
のイベントでのこと。ITコーディネー
タ協会が出展したブースに寄ったの
が最初になる。

　「ブースで話を聞くと、弊社が目指
している経営とITの橋渡しをするコー
ディネーターと一緒だと感じました。
そして、たまたま名前は同じですが、
何か縁みたいなものも感じたのです。
そして、この資格があれば、社内の
コーディネーターがさらに強化できる
のではないかと思いました」
　資格の中には、ビジネスの現場では
なかなか使えなかったり、取得したら
終わりだったりするものもある。しか
し、ITコーディネータは更新制で、し
かも活動をしっかりと行っていないと
更新できないということを知り、「中身
が伴った資格」だと石川社長は感じた。
　後日、アルファテックスを訪問した
ITコーディネータ協会の職員から、
詳しい話を聞いた。
　そして、2020 年 1月に、まずは
試験的に社内から4名を選抜してケー
ス研修を受けさせた。その中には石
川社長も含まれていて、他はPMPの
有資格者、コーディネーターを束ね
る組織長、そして若手社員という内訳

特集1

資格の取得のために
社員を手厚くサポート

試験的に4名が受験
高評価を得て取得制度を新設

1

湯本岳彦氏
ITコーディネータ　コーポレート本部

スペシャリスト

戸川秀雄氏
ITコーディネータ　サービス推進本部

ソリューショングループ　コーディネーター

石川 春氏
ITコーディネータ　代表取締役社長
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ITコーディネータは、経営とITの橋渡しをする社内の「コーディネーター」に似ている

になっている。試験は一発で合格し、
社内に一挙に4人の ITコーディネー
タが誕生することになった。
　そして、この受験した4人がさまざ
まな観点から ITコーディネータの資
格を評価し、その結果、社内に資格
取得制度を設けることになった。
　評価されたポイントは大きく2つあ
ると石川社長は言う。
　「1つはケース研修の素晴らしさで
す。当社がこれまでやってきたことは、
まさに ITコーディネータと同じでは
ないかと、このケース研修で肌で感じ
ました。しかも、身に付けるスキルも
整理されていて、体系的に学ぶことが
できました。そして、この資格は経験
のない若手よりも、ベテランのほうが
特に有効ではないかとも感じました。
　もう1つは、他社の方との交流が
できた点。いろいろな企業のさまざま
な考え方を知ることができ、気づきも
多くありました」
　アルファテックスでは、2年目は本
格的に ITコーディネータの資格取得
制度をスタートさせ、5名が受験し
た。5名はベテラン社員だったが、い
ずれも ITコーディネータの資格には
高い評価をしていて、担当しているプ
ロジェクトで学んだことは生かせそう
だという声も上がった。
　今年度も4、5名が受験する予定
だという。

　アルファテックスに在籍している IT
コーディネータの声も聞いてみた。
　コーポレート本部の湯本岳彦氏は、
現在、3 年前に社内で立ち上げた
PMOで、システム開発全般のQCD
を一手に管理する業務を行っている。
　「元々、ITコーディネータの資格に
は興味がありました。私はPMPの資
格を持っていますが、これはベンダー
サイドの資格です。ITコーディネー
タはベンダーとユーザーの間に立つよ

うな資格だと思ったので、自分
の幅を広げるためにはいい機会
だと思い受けてみようと思いま
した」
　そして、ITコーディネータが
生かせそうな場面としては以下
のように語っている。
　「プロジェクトのレビューを
する場面、特に受注前の判定
会などで生かせそうです。以前の観
点はプロジェクトをいかにリスクから
守るか、QCDをいかにうまく保つか
という、守りがちなものになっていま
した。それが、取得後は、お客様が
どのように見ているかという、満足度
を考えに入れるようになったのです。
プロジェクトマネージメントだけの知
識では、その考え方は出てきません。
顧客満足度という観点でプロジェクト
を見られるようになったのは、とても
大きなことです」
　サービス推進本部の戸川秀雄氏
は、クライアントである大手企業の業
務改革の支援を担当。ITコーディネー
タの資格は2021年1月に取得した。
　「私が行っている仕事は、実際には
ITコーディネータに近い業務だった
ので、社内で資格取得の制度が始まっ
たのを知り、すぐに立候補しました。
この資格は、業務で何かうまくいかな
くなったときに、ガイドラインや押さ
えておきたいポイントなど、体系的に
学んだ知識が生きると思いました」
　そして、後輩たちにも ITコーディ
ネータの資格を勧めたいと言う。
　「プロジェクトには多くの後輩がい
ますが、お客様に言われたことを素
直にやる、信じるということが頭に最
初から入っていて、お客様の課題の
解決のために重要なことの分析がで
きないのです。言われたことの裏に
何があるのか、真に解決を目指すべ
き姿はどのようなものなのか。それを
しっかりと頭に入れて動かなければい
けない。ITコーディネータはそれが
できるので、ぜひ後輩にも資格取得

は勧めたいです。どんどん取ってほし
いと思います」
　そして、両氏とも、今後は社内の
ITコーディネータ同士の情報交換や
勉強会が必要になると感じている。ま
た、他社の ITコーディネータの方と
も交流を図りたいと言う。

　最後に、石川社長にITコーディネー
タに期待することを聞いてみた。
　「弊社はお客様に寄り添うことを大
切にしているのですが、一方で寄り添
い過ぎて“同化 ”してしまうこともあ
ります。自分の役割、ポジションを忘
れてしまうことがあるのです。その結
果、トラブルになることもあります。
　ITコーディネータの資格を取得す
ると、お客様から求められている役割
を、学んだ知識と照らし合わせること
ができる。そんな拠りどころとなれる
場所ができたのです。ITコーディネー
タのスキルや知識をうまく活用し、さ
らにお客様に寄り添えるようになって
ほしいです。
　また、ITコーディネータのネット
ワークを生かし、社外での人的な交
流も拡充してほしいです。そこで得た
ものは必ず弊社の業務にも役に立つ
と信じています」

顧客満足度という観点で
プロジェクトを見られる

スキルや知識を活用し
さらに顧客に寄り添えるように

アルファテックス株式会社
事業内容：各種システム開発、IT 利活用支援／情
報システム業務／システム運用・保守、業務分析・
改善・コンサル／各種業務アウトソーシングなど
東京都品川区西五反田 8-1-5 五反田光和ビル
https://www.alfa-teccs.co.jp/

企業概要
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全社員がITコーディネータになってもいいと思っています
－株式会社テクノア（岐阜県岐阜市）－

企業のITコーディネータ活用
～ITCって企業内でどう使う？～

　岐阜県岐阜市に本社を構える株式
会社テクノアは、1985 年に創業し
た IT 企業。創業時はシステムの受託
開発を中心に行っていたが、現在は
中小製造業向けの生産管理システム
や医療分野向けの総合健診支援シス
テムを開発・販売するパッケージメー
カーとして知られている。少し変わっ
たところでは、スポーツユニフォー
ムやオリジナルグッズのデザインを
Web 上で 3Dシミュレーションでき
るシステムの販売も行い、大手スポー
ツメーカーなどに納品されている。
　テクノアは下請けの仕事、エンジニ
アの派遣は一切やっておらず、システ
ムはすべて自社で開発しているのが大
きな特徴。
　「お客様のお役に立てるものを自ら
企画・開発し、自らお客様の元へ届
ける。そして、お客様に感謝される
というのがうちのビジネスモデルで
す」と代表取締役の山﨑耕治氏は語
る。

　テクノアでは、現在 30 名近い IT
コーディネータが在籍している。従業
員が324人（2021年4月1日現在）
という会社に、なぜこれほど多くの IT
コーディネータがいるのだろうか。そ
の理由を山﨑社長に聞いてみた。
　「IT 企業というのは、機能と価格
の戦いを繰り広げています。一方で、
企業の経営者は、ITを導入して経営
改善をしたいという思いがあります。
そんなお客様の期待に応えるために
は、我々のような IT 企業は単に機能
や価格にこだわった製品を提供するだ
けでなく、経営の改善まで提案できる
ようなアプローチをする必要があるの
です。そうでなければ、お客様に本
質的なサービスの提供はできません。
そこで注目したのが ITコーディネー
タの資格です」
　山﨑社長が ITコーディネータを
知ったのは、数年前、取引先にシス
テムの提案をしたときだった。先方と
の打ち合わせに、大手 IT 企業出身の

独立系 ITコーディネータが同席して
いた。そのときは敵対しなかったが、
少し厄介な存在に見えたと言う。
　その後、ITコーディネータに興味
を持ち始めた。そして、ケース研修
の内容を見て、経営戦略の1つとし
て ITがあるという考え方に共鳴。会
社の目指すべき方向と一致している。
これは全社で展開する必要があると
山﨑社長は考えた。
　会社で取得の制度化を検討し始め
た2019 年 4月、TECHS 事業部営
業部の堀直樹氏が ITコーディネータ
の資格を取得した。まだ制度ができ
る前だったので、堀氏は自己負担で
ケース研修を受けた。
　その後、会社でケース研修の費用
を負担するようになり、以降、毎年 7、
8人が ITコーディネータの試験を受
けている。

　企業内に ITコーディネータを抱え
るメリットについて、山﨑社長は以下
のように語る。

特集1

システムの受託開発から
パッケージメーカーへ

お客様のことを思って
大胆な提案ができる

本質的なサービスの提供のために
ITコーディネータを育てることに

2

堀 直樹氏
ITコーディネータ　TECHS事業部 営業部

関西・中部営業課 課長

山﨑耕治氏
代表取締役

篠田光貴氏
ITコーディネータ　ブランディング戦略室
広報・企画担当　グループリーダー

西野耕司氏
ITコーディネータ　TECHS事業部 営業部

関西・中部営業課 課長代理
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大胆な提案ができる

本質的なサービスの提供のために
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2

堀 直樹氏
ITコーディネータ　TECHS事業部 営業部

関西・中部営業課 課長

山﨑耕治氏
代表取締役
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ITコーディネータ　ブランディング戦略室
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関西・中部営業課 課長代理
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全社員がITコーディネータになってもいいと思っています

　「ITコーディネータの資格を取る
と、目線の高さがまったく変わります。
経営に即した話ができるのです。そし
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ではなく、お客様に提案するというア
プローチに変わっています。ITコー
ディネータは、お客様の経営まで踏
み込むことができ、より良い提案がで
きるのです」
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思いましたが、1回の説明ですんなり
と入っていけました」
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場面としては、「以前は製品の機能だ

けの説明に終始した
ところがあったので
すが、資格の取得
後は経営者の方と密
な話ができるように
なり、場合によっては
『組織を変えません
か』というような提
案もできるようにな
りました。人があっての ITだと、人
材の配置転換の話をしたのです。そ
んな話ができるようになったのも、大
きな違いです」と堀氏は語る。
　そして、テクノアの担当者だから買
うのではなく、堀さんだから買いたい
と言われたこともあった。
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ふうに言われるのも ITコーディネー
タになったからだと思っています」
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と自社の製品の知識は身に付くのです
が、効能の説明だけに終始して、ど
こかで営業のやり方に頭打ちの感じが
出てきます。業務のスキルは上がって
いくのですが、ビジネス的なスキルが
あまり上がっていかないのです。経営
者に気づきを与えて、業務にしっかり
と向き合った中で ITを使ってもらう。
ケース研修で学んだこの考え方は、
その後の営業の仕方に大きな影響を
与えています。製品を説明する営業
スタイルから、業務の課題をヒアリン
グすることから入っていくスタイルに
変わったのです」と西野氏は語る。
　ブランディング戦略室の篠田光貴
氏は、やはり2020 年に ITコーディ
ネータの資格を取得。元々は営業職
だった篠田氏は「会社に制度もでき
て、ITコーディネータの資格は営業
に役立ちそうだと思い取得しました。
今は会社や製品のブランディングを

やっていますが、ITコーディネータの
資格取得のときに学んだことは、人に
ヒアリングするときや発信するときに
生きてくると思います。また、社内の
改革という点でも生かしていくことが
できると思います」と言う。

　先駆者となった堀氏は「会社にとっ
ては大きな力となるので、今後も IT
コーディネータが増えていってほしい
ですね。西野は合格後に『本質の理解』
『利他』というのが口癖になっている
のです（笑）。とてもいい影響を受け
ていると思います。ITコーディネータ
が増えていけば、お客様のためにもな
ると思います」と、企業内 ITコーディ
ネータの意義について語る。
　最後に、今後、社内の ITコーディ
ネータに期待することを山﨑社長に聞
いてみた。
　「ITコーディネータのスキルを十分
に発揮して、単なるソフトベンダーで
はなく、お客様の幸せを考えて、踏
み込んだ提案をしてほしいです。それ
が他社との大きな差別化のポイントに
なると思います。これからは全社員が
ITコーディネータになってもいいと
思っています」

資格を取得して
営業冥利だと感じたことも

ITコーディネータが増えれば
お客様のためにもなる

株式会社テクノア
事業内容：生産管理用パッケージソフト開発／販
売、フィット&ギャップコンサル、システムインテ
グレーション、その他パッケージソフト開発／販
売、各種情報機器などの販売及び保守サービス
岐阜県岐阜市本荘中ノ町 8-8-1
https://www.technoa.co.jp/

企業概要
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経営者と一緒に「事業」を考えられるのがITコーディネータの強み
－株式会社野村総合研究所（東京都千代田区）－

企業のITコーディネータ活用
～ITCって企業内でどう使う？～

　株式会社野村総合研究所（NRI）
は、日本初の民間シンクタンク「野
村総合研究所」と、システムインテ
グレーターの草分け「野村コンピュー
タシステム」が、1988 年に合併し
て誕生。東証第一部に上場し、従業
員数 6,507 人（NRI グループでは
13,430 人）を誇る（2021 年 3月
31日現在）、日本最大手のシンクタ
ンク、コンサルティングファーム、シ
ステムインテグレーターである。主な
事業としては、コンサルティング、金
融および産業 ITソリューション、そし
て IT 基盤サービスが挙げられる。
　野村総合研究所では、得意領域で
あるコンサルティングによって問題発
見から解決策を導く「ナビゲーション」
と、システム開発・運用などによって
課題解決を実現する「ソリューション」
までを一貫して提供することに力を入
れ、また、顧客の持続的な成長のた

めに「ビジネス ITの創出」と「グロー
バル関連事業の拡大」も推進させて
いるという。
　この成長戦略を支えるために、人
材・リソースの拡充・高度化にも注
力している。その1つが社員のスキ
ル転換や育成である。ビジネスデザ
イナー、データサイエンティストなど
の戦略的な育成や、DX戦略を支え
るアプリ／プラットフォーム人材への
スキル転換・育成に力を入れている。

　そして、ITコーディネータの資格
取得も、社内で推奨している。
　野村総合研究所は以前、コンサル
ティング業務等において顧客の「業
務」を理解し、経営・事業戦略の深化・
改革に併走することを基本的な理念と
していたが、加えて、DX時代になり
顧客の「事業」を理解し、デジタル
社会を洞察してDX変革に貢献するこ
とも目指している。

　そして、DX時代の社会をリードす
る人材が、個々のキャリア・志向に
合わせたDXスキルをプラスし、「＋
DX人材」として視野を広げることで、
より高度なビジネスを生み出すことに
つながると考えている。
　この「＋DX人材」を育成する点
で、野村総合研究所で注目されたの
が、ITコーディネータの資格である。
　「DX時代になってビジネスの世界
が大きく転換し、それに対応するため
に業務も大きく変わっています。それ
への対応策の一つとして IT×経営の
視点を育む ITコーディネータ資格の
取得を、社内で推進しています」と
語るのは、人材開発部上級専門スタッ
フで社員教育を担当している河越雅
弘氏。自身も ITコーディネータ資格
者である。
　ITコーディネータの長所として、
研修やセミナーでの経験が豊富な講
師陣が揃っていることや、ケース研修
時に他のIT企業の人との交流があり、
情報交換の格好の場になっていること

特集1

DX戦略を支える
人材の育成に注力

IT×経営の視点を育む
ITコーディネータ

3

武末和晃氏
ITコーディネータ　NSリテールサービス事業部

上級コンサルタント

小川 悠
はるか

氏
ITコーディネータ　産業ITコンサルティング一部

副主任システムコンサルタント

河越雅弘氏
ITコーディネータ　人材開発部 上級専門スタッフ
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も河越氏は挙げている。
　「他社と交流する機会があまりなく、
新しい技術などの情報交換もなかな
かできません。そのような場があるの
はとてもありがたいことです。また、
多くの社内 IT コーディネータは、ケー
ス研修での親交がその後も続いてい
ると聞きます」
　野村総合研究所では、IT コーディ
ネータの資格取得のために社内推薦
制度を設けている。希望すれば誰で
も受講できる訳ではなく、まずは本人
が希望し、部長が推薦し、最後に本
部長が推薦するというプロセスになっ
ている。推薦される人は、入社 5 ～
10 年目くらいの主任・副主任といっ
た若手・中堅社員が多く、所属する
部署は関係ない。
　ケース研修の費用や合格した際の
受験料は会社が負担。更新料も会社
が負担している。資格手当はないが、
上級専門職（管理職）に昇格すると
きの「加点資格」の 1 つとして、IT コー
ディネータが含まれている。
　希望者はここ数年増えていて、今
年度上期の募集にも 39 名の応募が
あったという。

　取材では 2 名の社内 IT コーディ
ネータにも話を聞いてみた。
　NS リテールサービス事 業 部の
武末和晃氏は、主に 70 社以上の
証券会社向けの共同利用型サービス

「THE STAR」の企画営業を担当。
IT コーディネータの資格を取得した
のは、「お客様と対峙している中で、
弊社オリジナルのやり方や考え方だ
けでなく、改めて体系的に学びたい。
それが IT コーディネータの資格を
取得しようとした最初のきっかけです」
と語る。
　IT コーディネータの取得で一番良
かったのはケース研修だったと言う。

「バックボーンが異なる方々と、1 つ

の目標に向かって議
論を重ねたことで、
新しい視野を持つこ
とができました。
　また、現在はお客
様の課題発見に向け
て悩んだ際、今の活
動が適切なのか立ち
返る場所になってい
ます。IT コーディネータの取得のと
きに体系的に学んだことは、課題発
見に限らず業務を進めるうえで、役
に立っています」と武末氏は言う。
　産業 IT コンサルティング一部の小
川悠氏は、エンジニア職で同社に入
社。上司からコンサルティングに向い
ていると勧められ、現在の部署に異
動。現在は主に大手の流通業やサー
ビス業などの顧客を相手に、事業の
DX化の推進をしている。部長をはじ
め、周りに IT コーディネータが多く、
IT コーディネータの概念やフレーム
ワークが業務の生業そのものだと勧
められて資格を取得した。
　「顧客の IT 経営を進める上で、 IT
コーディネータの資格取得の際に学
んだフレームワークが役に立っていま
す」と言う小川氏。
　さらに IT コーディネータの資格に
ついては、「IT コーディネータを取っ
たことにより、中小企業診断士や
PMP、情報処理系などの他の資格に
対して自分の興味を広げることができ
たと思います。IT コーディネータは
全部の資格の真ん中にあると思いま
す」と語る。

　野村総合研究所には現在、約 170
名の IT コーディネータの資格を持っ
た社員がいて、IT コーディネータ同
士の交流も盛んだという。
　小川氏は「提案書を書く際に資格
の欄があり、IT コーディネータだと
いうこともすぐに分かります。社内の

IT コーディネータには、研修の受け
方や更新の仕方などのノウハウの情
報交換をすることもあります。以前は
先輩に聞いてばかりでしたが、最近
は後輩に教えることも多くなりました。
あと、うっかりとしていて失効しそう
なときに、お互いが声をかけ合うこと
もあります（笑）」と語る。
　また、3 年ほど前に IT コーディネー
タを招いて、IT コーディネータの資
格を説明するセミナーを開催したこと
があった。2 時間ほどのセミナーは、
ケース研修の “ ミニ体験 ” のような内
容だったという。
　小川氏はこのセミナーに出席してみ
て、「IT コーディネータは我々の業務
に近いと感じて、資格を取得しようと
思った」と言う。
　最後に河越氏は、「DX時代にな
り、ビジネスの世界が大きく転換しよ
うとしている昨今、生き残るためには
新たなビジネスモデルが求められてい
ます。そのために何かやらなければい
けないと悩んでいる経営者と一緒に、

『事業』を考えることができるのが IT
コーディネータの強みだと思います。
社内の IT コーディネータには、常に
そのような観点で業務にあたってもら
えればと思います」と、今後も IT コー
ディネータの活躍に期待していると語
る。

ITコーディネータは
全部の資格の真ん中にある

ITコーディネータ同士で
研修や更新の情報交換を

株式会社野村総合研究所（NRI）
事業概要：コンサルティング、金融ITソリューショ
ン、産業 ITソリューション、IT 基盤サービス
東京都千代田区大手町 1-9-2
大手町フィナンシャルシティ グランキューブ
https://www.nri.com/jp/
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「デジタル化支援コンサルティング」は若いITコーディネータで取り組む
－株式会社ふくおかフィナンシャルグループ（福岡県福岡市）－

企業のITコーディネータ活用
～ITCって企業内でどう使う？～

　株式会社ふくおかフィナンシャルグ
ループは、2007 年 4月、福岡銀行
と熊本ファミリー銀行（現：熊本銀
行）の経営統合で設立された金融持
株会社である。略称は「FFG」。同
年 10月に親和銀行、2019 年 4月
に十八銀行と経営統合し、2020 年
10月に親和銀行と十八銀行が合併し
て十八親和銀行となった。
　2021 年 5月には国内初のデジタ
ルバンク「みんなの銀行」がサービ
スを開始している。
　総資産で地方銀行グループのトッ
プである。
　FFGビジネス開発部の部長、河﨑
幸徳氏は、2003 年、総合企画部に
いた際、ITコーディネータの資格を
取得、その後、IT 統括部、デジタル
戦略部、営業統括部などを経た後に、
現職に就いている。
　この河﨑氏を中心にしたチームが、

2019 年 4月より長崎県・十八親和
銀行の法人の取引先に対して開始し
たのが「デジタル化支援コンサルティ
ング」という取り組みである。
　支援内容は、業種を問わずすべて
の企業に必要な間接業務である財務
会計、勤怠・給与、情報共有を対象
に、コスト・操作面で導入のハード
ルが低いクラウドサービスの適用につ
いてプランニングし、実際に導入支援
までを行うというもの。
　「デジタル化への取り組みは企業の
大小を問わず喫緊の課題ですが、特
に中小企業においては相談できる相
手がいないため、どのように取り組
めばいいのかが分からないのが現状
です。そこで、経営統合でご迷惑を
おかけした長崎県の取引先に対して、
デジタル化を推進する支援に取り組
むことにしました」（河﨑氏）
　2019年 4月からプロジェクトを開
始し、2021年 3月末までに870社
あまりを訪問。その中の324 社に対
し支援を行い、2021 年 3月末時点

で155 社の支援を完了している。取
引先からは、「銀行がデジタル化を支
援してくれるのは大変ありがたい」と
高い評価を得ているという。
　「当初は企業のデジタル化のニーズ
有無に関わらず、当方からのプッシュ
でアプローチしたため、理解を得られ
るのに時間を要しました。しかし、現
在はデジタル化を推進したいという企
業からの要求に応える形に変更した
ため、円滑に取り組めるようになって
います」と河﨑氏は言う。

　このデジタル化支援コンサルティン
グに携わっているのは、平均年齢 30
歳の若手行員たちだ。最初からデジ
タルの専門家であったわけではない
が、デジタル化の意義や目的を理解
し、最新のクラウドサービスの習得な
どにも取り組んでいる。そして、日々、
デジタル化を支援するスキルの向上
にも取り組んでいて、プロジェクトマ
ネジメントやビジネスプロセスマネジ
メント、コンサルティングスキル等の
習得に加え、ITコーディネータの資
格取得にも挑戦している。
　その結果、FFG全体で22名（福
岡銀行 5名、十八親和銀行 15 名、
熊本銀行 2名）が資格を取得（2021
年 4月1日時点）。また、十八親和
銀行の2名は、現在、ケース研修の
受講中である。
　「ITの資源調達や、経営とITをつ
なぐという側面で言えば、ITコーディ
ネータのプロセスガイドラインが一番
勉強しやすいと思います。そして、体
系化している ITコーディネータ協会
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2019年4月より
デジタル化支援のコンサルを

チームは平均年齢30歳
ITコーディネータの取得を目指した
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の教材を学んだり、ケース研修を受
けたりすることがスキルの習得には一
番早いと思いました。そこで、若手
行員には ITコーディネータの資格取
得を目指してもらうことにしたのです」
と河﨑氏。ITコーディネータ協会に
自ら出向いていって、ケース研修の
講師の派遣などの依頼もしたと言う。
　受験したのは20 代の若い行員ば
かり。ほとんどが文系の出身者だった
が、今の若者らしく、機会を与えたら
乾いたスポンジが水を吸うごとくしっ
かりと勉強してくれた。中には自らク
ラウドサービスの勉強を深め、JAVA
の開発に燃えるような者も出てきたと
いう。
　河﨑氏は人事部と交渉して、資格
取得に関わる費用は全部銀行が持っ
てもらうようにした。
　「今は銀行もデジタル化を進めてい
くことを痛感しています。そのデジタ
ルマインドを従業員にも醸成していく
必要があり、デジタル人材の育成は
大きなテーマになっています。そんな
中で、我々がやっているデジタル化支
援を推進していくには、ITコーディ
ネータの資格は必ず必要になってく
るということを力説しました。すると、
上からは『スーパーコンサルタント』
に育ててくれと言われました」

　今回はこのデジタル化支援コンサ
ルティングのチームから、植木尚之
氏が取材に応じてくれた。
　植木氏は十八親和銀行の出身で、
2018年10月まで5年間ほど本部の
ソリューション営業部に在籍し、M&A
や事業承継の案件を担当していた。
　ITコーディネータの資格のことを
河﨑氏から教えられたときは、「それ
まではお客様のところへ行って困りご
とを聞いても、どのように解決したら
いいのか、そのプロセスが分かりませ
んでした。そこで、問題解決のフレー

ムを知りたいと考え、
チームメンバー全員
で ITコーディネータ
の資格を取得しよう
と河﨑部長と企画し
ました」と語る植木
氏。
　そして、植木氏も
ITコーディネータの
試験の勉強をして、
経営課題の解決方
法や IT 戦略などを
学んでいくうちに、「なるほど」と思っ
たことがとても多かったと言う。
　ITコーディネータになってからは、
「名刺に資格が書いてあるのは、確
かにパワーになります。しかも“ITコー
ディネータ”と書いてあるので、ただ
の銀行員ではなく、『こいつは何者だ』
と思われることから、少しドアが開く
こともあります」と植木氏は言う。
　メンバーの中には、取引先に対し
て「社長の目指す姿って何ですか？」
というような話をしたときに、社長
から高笑いされたことがあったという。
「やっと銀行員もこのような話をする
ようになったな。俺は待っていたんだ
ぞ」と喜ばれた。
　「ITコーディネータの手法を勉強し
たことで、中小企業に求められるよう
な切り口で、経営を支援していけるよ
うになると思います。これは本当に価
値があるものだと実感しています」と、
今は ITコーディネータの良さを感じ
ていると植木氏は言う。

　河﨑氏は、これからの銀行のサー
ビスには、このような IT 経営に精通
した ITコーディネータのような存在
は欠かせないと言う。
　「中小企業の人たちは、どこで IT
化の相談をしたら良いのか分からな
い。相談できたとしても、それなり
の投資が必要となる。商工会議所な

どの支援機関に相談するというのも
ちょっと敷居が高い。一方で、日ごろ
接している地場の金融機関の担当者
には相談しやすい。この担当者が IT
のスキルを身につけたら、それだけで
相談の内容は大きく広がるのです」
　ただ、デジタル化支援コンサルティ
ングをしていく中で、間接業務のデジ
タル化だけでなく、販売管理や在庫
管理などの基幹業務の課題を相談さ
れるケースも多かった。すでにオフコ
ンを導入しているが、今後どうすれば
いいのか分からない企業もあった。こ
れらの課題を解決させるためには、若
い ITコーディネータにはもう少し高
いスキルを持たせ、経験も積んでいく
必要があると河﨑氏は言う。
　また、銀行内で ITコーディネータ
を育てるのは、顧客のためだけではな
いと河﨑氏は力説する。
　「経営とITをつなぐというのは、取
引先に対してだけでなく、銀行の中で
も十分に使えるスキルです。ですから、
ITコーディネータが増えることによっ
て、デジタルを使った改革を推進する
という風土が、銀行内にでき上がっ
ていくことも重要だと考えています」

ITコーディネータの資格は
本当に価値があるもの

今後はさらに高いスキルの習得と
経験を積むことが必要

株式会社ふくおかフィナンシャルグループ（FFG）
事業概要：銀行、その他銀行法により子会社
とすることができる会社の経営管理、および
これに付帯関連する業務。その他、銀行法に
より銀行持株会社が行うことができる業務
福岡県福岡市中央区大手門1-8-3
http://www.fukuoka-fg.com/
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